
と も し び
秋大根と春大根の端境期に収穫できる

栽培の目安

① 秋冬ダイコンとしては抽苔が遅く、
　 中間地・暖地の2～3月どりに適する。
　 尻詰り良く、根長37～40cmで、中太りに
　 なりにくい。
② 肥大が遅く、ある程度の密植が可能。
　 密植することで抜き易くなり、作業効率
　 が上がる。
③ 吸い込み性が高いため、青首が短く、
    色が淡くみずみずしい。肌が滑らかで
    ヒゲ根が少なく、洗い上がりがきれい。
④ 肉質はやや硬めで緻密できれい。ス入りが
    遅く、内部に青肉が入りにくいため、
    ツマ加工用としても歩留まりが高い。
⑤ 草姿は立性で小葉。葉が垂れないので、
    首の汚れが出にくい。

① 生育初期に地温が高すぎると、抽根が大きくなり、肩コケや曲がりが発生しやすくなる。
② 円形褐斑症対策として、(2-1)排水の改善、(2-2)微量要素(カルシウム、マグネシウム、ケイ酸、
　 ホウ酸)の投入、(2-3)薬剤での予防が有効。

※　作型表はあくまでも目安です。実際には貴地の気候に応じて栽培して下さい。
※　収穫物の写真は、実際に収穫される野菜が写真のように完全に再現されることを保証するものではございません。
※　本リーフレットに記載されている形容表現や特性はあくまで弊社の見解であり、栽培条件によっては完全に再現されない場合があります。
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